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山 本 広
飾磨郡鹿谷村の北端に近く霊祭える雪彦山け高さ 867 I  橋を渡ると左に杉林があれ使: " . 捨てた空縫や紙繍
m 、主峯を三ツ辻山〈海抜 9 1 5 m ) といい、日本新百| カ清百年の賑わったキヤ y プの名残を留めている。この
景中に選ばれた県下の名勝である。山はそミ 5 スギの| 辺には炊の頃よくアサギマダ? ラを見受けることがある
渓谷美よりi¥1'・、むしろ直下 300米にお2豪壮な洞ケ岳| が、一般には平凡なジヤノメやヒカゲ類が飛んでいる
の大岩壁によって名高く、古くは修験者の道場と L て| にすぎない。
神劃息された所でるる。現在で11岩登りの壮快味やキ| 木馬路に従って、橋から凡そ 150m許り登ると、洞
，ヤy プの歓びをもとめて訪ねる者が年k lこ増加し、観| ケ岳への所謂雪警登山路が左方に殴れる。昨年ここに
光の諸施設も次第に整えられてきた o 流れに臨んで数鮮のパνガロ戸の施設が出来、、' 花の
かねて私げ織物の豊富な霊童委の昆虫に対して、大き I' 家" などと風雅な表札が掲げられているが、前の流れ
な興味と期待を寄せていたのであるが、昨年 (1952) I  には附斤可憐なカワガラスやキセ子レイカ現われ℃東
10余年振りに訪れて、余りにも変り果てた山のゑに、 | に趨を添えるq 路11"次第に急援となり、全くの丸坊主
暫し讃歎せずにり・居られなかった。国敗れて山河荒廃! となった所もあり、原b 甚だ貧弱である。それでも谷
たり、とでもいおろか、欝蒼と繁茂L ていた往時の老
樹や大木t士、今や殆んどが伐採せられ、山膚It透け、
会く裸と化した所さえある。

於て盤た蝶を恥むに、簡単な案内記を騒ってみようと
思号。
雪童雪山は姫路市の北方約30kmの所にあり山麓に主主
つ鹿野神社の争ぐ前までパスが通じている。然し、燥
を民的とする者にけ、途中の寺河内辺より、流れに沿
って約 2粁の坂様の谷を遡るがよい。夢前川の水源を
なす谷川の商慣uには、美しい杉の木立が続き、その下
蔭や水際に¥1"$)Jる所にy ヤガが群がり、開花の噴けと
ても美しい。 5 月中旬この3付近に多数のウスバY ロチ
ヨゥヵz先生L 、樹聞を行く種4 のアゲハチヨウのゑが
見られる。下旬から 11・普通のイチモνジに混じてアサ
マイチモシジカ覗われ、コミろジが特異の舞い探りを
見せている。
神社の横を過ぎると貯木場があり、洞ケ岳の裏手の

谷へ木馬路を通じている。この辺りには、手春美しい
サカハチチョウの着型や' 7 マキチIヨウが出現し， 5 月

聞にウ Y ギの花の咲く頃には、アォメセセリ・〆イミ
ョウセセロ・コツバメ・トラブグミ・ウラギνシヅミ
・ヒョウモンの類が訪れ、時にけ美しいトラガが見ら
れる o

スと取組んで頑援った所だけに印象の深い所だが、当
時の木立等¥1・勿論ない。折々Jv V タテハ・アカタテハ
・スミナガミどやテy グチョウが路上に飛び立つ位で、
殆んどがヒカゲチョウ・グロヒカグ・ヒメグヤノメ・
コジヤノメ・ヒメウラナミジヤノメである。路に溢れ
仕iた7. 1 < 溜りにアオスダアゲハ・カラスプゲハ・キチョ
ウ等が集って渇を癒している。
中腹で左折L 、緩かな路を進むーと間もなく紅葉矯に

で、見下せば、谷底に働く機夫の影が小さく露( ) I ; . てい
る。 1935年怠けここでメスアカミドリシジミの珍穫を
見つけた。その後も度々訪れたので、この附近は相当
詳しく承知している答である。橋の模様がその墳と甚
だしく違って見えるのは、林道の変更によって架けか
えられたためなのか、それとも周りの激しい変化から

の争終ぼ演よりグロアゲハ・カラスアグハ・オナガアゲ| 起る錯覚に因るのだろうか。当時t古橋の向うに笹の深
ハヵ: 盛んビ往来しはじめる o 殊にすナガアゲハの数ほ| い茂みがあり、そこから路が蚊れていたため、勝手め
拶しし、。添年 5 月観光客を誘致する目的に養魚ずるの! 知れぬ心事問さに引返えしたこともある。現在}!¥tちょ
だるうか、貯水場に接して低まった場所に、コ: / "")) Iっと見当がつかない。左に望むi同ケ岳の岩壁? とけが背.
ート造りり大きな水溜が工事され、渓流を導〈ょう計| のままのゑにそぽだっている。
画されていたがL このあたりには湿りを求めてセセリ l 頂近い谷奥に小屋があり、結茸を栽培している由。
チョウギアゲハの仲間が集つゼくるー渓谷の蝶道にア| 伐開かれた跡に咲き出た花に段、王子アグハ・スジグロ
グのを待ち伏せとと: 次与と能率をあげていくのも愉快| チヨゥ・アカタテハ・ヒメアカタテハ・ルリタテハ・
である。夏季にはかなりのモンキアグハが現われ、時| サカハチチョウやヒョウモνが訪れ、時には何処より
には可ヤマカラスアグハのゑを見かける。 I ともなくアサギマ〆ラが舞い下りてくる。
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どこかで斧音が響いている。どこまで伐採が続けら
れるのだろろかo H山高きを以って貴しとぜずH とか.
次第に森林実の失われていく雪彦を惜L まずに怜居ら
れない。 町k

少なくない o 1 . かし播磨方面におっては極めて珍らし
く、玉えが宍粟郡奥谷村にて採集し、その後四村公夫氏
によって神崎郡長谷村が記録された他は、多くを知ら
ない。今後も但馬境に近い山地より次第に報告される
こと L 思うが、余程南に離れたこの山に採集されたこ

雪菅山の蝶に就てt士、調査カ妨げξ充分でないので、 | とは愉快である。木種もまたこのE付近が本県に於ける
詳細な目録は何れ後日に待つこととし、宝まにはこ; 三| 分布の最南端であろろと考えられる。
の種類について多少の説明を加えてみようと考える。 I 3. モY キアゲハ Papi1io h巴lenus nicconicolens 
1 . ウスメシロチョウParnassius glacialis B U T L E R， I  B U T L E R， 1881 
1866 、 ゃ ・ |  矯磨地方にあっては諸所より報告されているが、何
5 月中旬より坂根の谷に出現し、賀野神社附近の山 I; れも個体数は少なく、珍らしい種類である。小林平一

麗に最も多い。私はこの辺に食主主もあり、ι蝶り発生し
そうな場所なので、一度適当な期に探してみよう L 思
っていた。ところが最近加古川中学〉の田口勝夫教官が
完全な 3頭の雄を得た (5 月25日)fことを知づて、本
年 5 月17日山を訪れた。幸にキ気同好メ? 蝶もかなり
飛んでおり、:2句員者2採集したが、その中にはかなり汚
損した個体が含まれていた。次で21日には更に多数の
ものを認め・たが、雄の完全品は極めて少なく、雌さえ
も相当に傷んでいた。これらの点がら察すると、との

ー氏よりの通信によれば、氏は本年 8 月15日登山して、
かなりの数を目撃されたらしく、 3頭を採集されてい
る。訟も貯木場近くで屡々見かけたと Eがあり、播溜
方面に於ける多産地といえよう。
4. メスアカミドリシジミ
Neoze出yrus smaragdinus ( B R E M E R， 1864) 

1935年 7 月私は紅葉橋附近で 1頭の雌を採集した。
今では神崎郡の北部からも報告されているが、当時に
' あづては木県よりの記録はなく i従ってま県産第 1号

地方での発生期f"j:大体 5 月 12-3 日頃より下旬に及| 標本として喜んiだもので2ちる。その後も特に本種を回
目び、年によって 6 月上旬頃まで見られるのではないか! 指し、て度々登ったが、第 2号は終に得られずに終つ

瞬、一一 ー-" .-と思号。 ，、。 ‘・ー
訟は本種を宍粟郡三方村( 1940) や佐用郡西庄村 標本は前麹に大きな燈色紋があり、美L い個体であ
(1952) にて採集したことがあれ中央の山地帯には| る。筒、当時の記録によれば、
広く分布すること L 思うが、現在王l.rD知る範囲に於て| “1935年 7 月12日 晴
は、この辺がその南限となっている。、 I  (略〉 ゼプイルスの採集には多少時期遅れの隠はあ
2. ミヤマカラスアグハ Papi1io  maackii satakei 

M A T S U M U R A， 1919 ， 
1953年 5 月1 1 -日の午後 2時過ぎ、渓流を遡って行く
1頭と、更に10分許経て逆に下ってくる 1頭とを目撃
した。或は同じ個体で2るったかも知れないが、何れも
私のいる数m の前方を過ぎ、定行ったので、後麹の裏面
に完全な黄自の孤状帯の存ずることや、前麹裏面の外
縁に近い淡色帯がカラスアグハの場合と余程越の呉っ
ていることが認あられた。燥が谷を下って来た時、訟
は確実な一掬を浴びせたのだが、蝶にのみ気を奪われ
て、ー網が充分にさばけず. 逃してんまった。余りにも
残念なので24日にも重ねて訪ねたが. こρ度f"j:全体に
プグハ類は減少しており、本麗は遂に目撃す・ることが
出来なかった。個体の極b て稀なためで2ちろろが、将
‘来必らず採集出来ることを信じていたところ、過目前
記田口教官が往年の 8 月、幕営中に 1頭を採集し乏し7
るこ主が判り、明らかに産することの実証されたこと
を嬉し〈思号 o'

本種はアゲヂ属中最も山地位を帯び、高緯度の地に
産するもので、本県では但馬方面、殊に氷ノ山附近に

るが、路傍のj関葉閣の枝を敵きながら林道を登る。
大岩の辺まで来ると、樹聞から飛び立った蝶の麹が

一太陽に照らされて美しい緑色にきらめく。種々苦心
L たが、何としても足許が危くて深くへは踏みこ b

居た。校が高いのが残念である。( 略〉
海抜凡そ 6 5 0 m、絶壁に架け渡した見事な橋があ，
る〈註・紅葉橋。〉犀も過ぎ、たので橋被の上に腰を
下ろして弁当を聞く。絶えず周囲に気を廻っている
ので、食事といっても食塊が機滅的に手と舌との助
けによって、間袋に詰め込まれているというに過ぎ、
ない。折しも橋の挟から絶墜に枝を張出した一三訟の

，老惨H 註・モミジだったかサグラだったか〉の梢を
シジミが 2頭舞っている。早速弁当を橋の上に掬り
出し、紙、生存L て〈註・訟は長い鯉鈎用生存を使用L て
いた〉一気に掬うに、うまく 1頭副捕れた。メスア
カミドリシジミの維である。本県で採集された例を
聞かぬものだけに、; ; j s ; ，日の収穫はとてもすばらし
一い。登って来る途中で見たゼフィルスも本種だった
4 か知れなし、。もしそろだったとす・ればーこの山には

;  (p.215 へ〉
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を帯びたる地域の樹木を援に伐採し会りて学問上国宝 1、悲劇物に終った訳である。 l!iiJk o 1945，12，15. 、
的なる品種をむざむざ滅亡せしむることに2るまりにも '1 . ( 袋井去) ，松沢先生は去る昭和24年 7，月 16目、 74才
無関心なる方面に対L 、其反省を促すべく警告を発| の御高令で洲本市で亡くなられました。翌年の秋に泌l
L ・M 公園愛護の輿論を喚起せしめんとの念願から l本中学〈現世Hザ佼〉の卒業生を中心に故先生の最も
斯くも大声を疾呼したる次第である。それでま主に量産を l ゆかりの深いニ熊山の中腹に遺徳をたたえて記念碑が
捌くに当り極めて景近に英実証を握りたる稀品消失の| 建ちまL た。
一事例を提供して木稿の結びの務、としたいo 洲本税務ト 献には
，暑翼手よりの登山口坂路にかかる地点の左手路傍に孤 li表松沢重太郎先生碑
立L ていたタカトウ〆イ科アカメガ$ " ' 7 の樹皮に点々
緑褐色の斑紋を以て着生L ていた地衣類で発見当時ヒ
メチヤガマゴケなる和名を与えられた一新種は目通り
径 5寸以上もあった前述寄主の一幹が. 既に野荒し

先生は三熊山を好愛L てー木一石を闘にL特Iこ草互に
菌苔に新種多数を発見L て学界へ贈り国立公園編入
の素柱を樹てた。この山の知名になったのは景観美
. にも増L て植物の宝躍として知られたたb である。

誰氏かの闘の危にかかっていたので、四近には静! 問問僻先生の遺飾郡人々によりこの碑
該地衣の片艇にも蔵されていなかったことは勿論引 が出来た
ある。きれば彼れにとりて広い世界に唯比一樹をのみ| : 裳昭和= 十四年七月十六日没 i

e 云う果敢ないー予縁i" t 若宮に見事に覆えされ日本三熊山
下の一角に主客相擁L て哀れ英運命を共にL たと云う

亨年七十四
" ‘ ! 巴

丹波植物三珍品

有名でナo 丹波多紀郡福住村の杉林の中に毎年夏| ている生活現象や、英の他の自然現象を対象とする理
期苦手生ずるもので、 5 c m 程の紫色、無葉の多年| 科教育にとって主要な場である学校国及ひ喰外指導に
生の腐生摘物ですo 宥 ' . '  "  Iりいて指導者側の立場から、その経蛍の方法や、四季

2. 、キヨズミウ y ボ Phacellanthus tubiflorus 'Sieb. Iの条件を含めての動、植物の観察のしがたや. 習性を
‘ et Zucc. 昨年7 月3 日多紀郡城南村の槍林の中| 知る実験方法等に関し、指導上の諸注意を手近な生物

¥ ーで採裳L まL たo 無葉の黄白色の活物寄生捕物で| を例にとって説いたものであります o 特に、精密なし
I  : かも要領をえた指図と、その説明とは本書の最も特色

15cm 内外で群生す? 。寄主はアオキか不明ですが|| とする所であり、豊富な経験を積まれた著者にして始
ギ: / ] ) ヨウソウに近いものですo めてなし得る所と信じます。今後、本書が漣科教育担

当者に多大の便宜を与え且、つ自然観察を適して理解を
すすめてゆく現時の理科教育に対し、充分その役割を
果すものと信じ旦つ期待しておりますo

主な内容
1 . 学 ! 校図

学校闘の目的、学校園の植物、学校園のま手助、
. 学校園に飼育栽培しなし、方がよいもφ。

2. 自然観察を中心とじた校外指導" ，1_.' "i 人

校外指導のあり方、郷土の自然観察表をつく
る、校外指導の準備、校外指導の教具、指導者の
ための自然観察の要点。

3. 子どもに親しまれる遊び
玩具になる生物、子どもの親L む植物〈笛っく
り、 71 < 寧遊び、ノビルの卒、花かご、シヤボソ玉
のつくれる草木、各季節に山罫t : " 生食できる果実
等 60余種入子どもの親しむ動物〈飛行機手ミズ
ムシ、背泳す・るコマツモムシ、その他) • 

神戸大学・理学部教授広瀬拡幸

ζの皮丹波の三珍品を選定いたL ましたので御紹介
レたします。
1. ホシゴウソウ Sciaphila japoniea Makino 明治35
年牧野先生が伊勢本郷の指物に命名なさった事は

/  

3. トケンラ: / Cremastra unguiculata Finet. 多記
郡大苧村の社護の中にありサイハイランに似てい

? をす。以上 、 、 • ，(樋口繁一〉

(p.J 227 カミら〉
かなり産する答である。( 略) "  
5. アサギマ〆ラ Caduga tytia niphonica 

M O O R E， 1883 
秋の頃山麓や登山路でよく見か砂る。独特な飛び方
で針葉樹林の聞を行く亥は優しく美L¥ ，、。緩漫だが危
険を感じると、急に高く舞い昇って、とても捕えられ
ない。雷て小林平一氏は10分間に約25頭を見たと諮ら
れたが、確かにこの山には多いようでらる。

a
J
 屯，， 、 (1953，8，20) 

新刊紹介撃投圏の経畿と校外指導
156版 224頁、写真、図服80葉、ーヰI数出版発行

定価240.円〈千24円〉
主主井静、岡村はた共著

; ; f ; ; 警は抱章、生徒に直接、援しながら、科学教育の
ために鋭L 、観察限を働かせている著者が， ! 底建に動い

一，
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